
一般社団法人 日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会 後援：

2024年10月7日（月）午前10:00 開会

お問合せ先：一般社団法人 日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会事務局［contact@snow.or.jp］
主　　　催：一般社団法人 日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会

登壇者は東京にご参集いただき都内スタジオで収録いたします。

参加無料同時オンライン開催 ※参加、視聴には簡単な
　ご登録が必要です。

11時30分
終了予定

右のQRコードまたは下記のURLよりご登録をお願い申し上げます。
ご登録は下記の協議会HPからお願いします。
https://snow.or.jp（開催日までにURLをお送りいたします。）

ご登録

一般社団法人 日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会 参与
山田 桂一郎 氏
JTIC.SWISS代表　観光カリスマ百選（内閣府、国土交通省、
農林水産省認定）総務省地域力創造アドバイザー、
内閣官房地域活性化伝道師、内閣官房クールジャパンプロデューサー、
環境省環境カウンセラー、北海道大学客員教授、和歌山大学客員教授、
奈良県立大学客員教授　他役職多数

コーディネーター

観光庁 観光地域振興課長
安部 勝也 氏
東京工業大学土木工学科飛級、同大学院修士課程修了。
米国メリーランド州立大学博士課程修了。平成７年建設省入省。
平成21年より世界銀行勤務。帰国後、福島河川国道事務所長、
建設業課企画官、道路局ＩＴＳ推進室長等を歴任し、令和2年より
和歌山県県土整備部長、令和4年より九州地方整備局道路部長。
令和5年7月より現職。

東京女子大学 現代教養学部 教授
矢ケ崎 紀子 氏
九州大学大学院法学府政治学専攻修士課程修了。
住友銀行、日本総合研究所総合研究部門上席主任研究員、
国土交通省観光庁参事官（観光経済担当、官民人事交流）、
首都大学東京都市環境学部特任准教授などを経て、
2019年4月から現職。国土交通省 交通政策審議会臨時委員。
国土交通省交通政策審議会観光分科会長（2019年5月～23年3月）。
専門分野：観光政策。著作：『インバウンド観光入門』（晃洋書房）ほか。

ご登壇者

観光庁 観光地域振興部長
長﨑 敏志 氏
平成5年京都大学法学部卒、同年運輸省入省
平成26年観光庁観光地域振興部観光資源課長、
平成28年国土交通省自動車局自動車情報課長、
令和3年同省総合政策局国際政策課長、令和4年内閣官房
国際博覧会推進本部事務局次長等を歴任、令和6年7月より現職

来賓ご挨拶

蔵王温泉 タカミヤホテルグループ会長
岡崎 彌平治 氏
1955年 山形市蔵王温泉生まれ
1978年 玉川大学卒業，ミツヤ商事（株）入社
1979年 （株）高見屋旅館入社
1980年 同常務取締役
1990年 山形青年会議所理事長
1995年 日本青年会議所副会頭
1997年 タカミヤホテルグループ代表取締役社長
2019年 同代表取締役会長（16代目当主）  
現在、山形県観光協会副会長、蔵王温泉観光協会副会長、
蔵王ロープウェイ（株）取締役 

阿智昼神観光局社長
白澤 裕次 氏
1964年長野県阿智村生まれ。
1996年故郷阿智村の第３セクター「阿智総合開発㈱」（後のジェイ・
マウンテンズ・セントラル㈱）入社後、2010年代表取締役に就任。
2012年よりスタービレッジ阿智誘客促進協議会副会長。
2016年阿智村の第３セクター㈱阿智昼神観光局の代表取締役に
就任。日本一の星空を基軸としたブランド戦略、地域づくりを
中心となり手掛け、阿智村の観光や地域発展の一翼を担う。
他に現職として、㈱伊那リゾート代表取締役、
中央アルプスリゾート㈱代表取締役、南信州リゾート㈱代表取締役。

Snow Resort Symposium 2024

日本のスノーリゾート業界活性化と国際競争力の強化を目指して、毎年開催のオンラインのシンポジウム。

毎年全国から多くの業界関係者にご参加いただき、本年も観光庁のご後援のもと開催いたします。

今年のテーマは、地域や業界の課題解決のための地域連携の重要性です。

インバウンドを含む最新の市場動向と、地域の成功事例のご紹介等を含め

観光庁をはじめとするパネラーの皆様と活発な議論や意見交換ができる貴重な機会となります。

多くの業界関係者の方にオンラインでご参加いただき、課題解決を目指して共に考えていきたいと思います。

スノーリゾートシンポジウム
－－地域の魅力を再発見し、地域の連携による課題解決を探る－－

マウンテンリゾートとしてのさらなる発展とインバウンドの課題解決のために 第3回


